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賞状を手にする五十嵐絹子さん（早戸）

高
齢
者
自
立
支
援
住
宅
愛
称

「
ひ
ま
わ
り
荘
」
に
決
定

五
十
嵐
絹
子
さ
ん
が
命
名

こんにちは。協力隊です。Vol.1815

　

町
で
は
昨
年
12
月
に
完
成
し
た

高
齢
者
自
立
支
援
住
宅
の
愛
称
を

町
内
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
愛
称
の
中
か
ら
、

審
査
を
行
い
、
五
十
嵐
絹
子
さ
ん

の
「
ひ
ま
わ
り
荘
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

愛
称
決
定
の
表
彰
は
３
月
20
日

町
長
室
で
行
わ
れ
、
五
十
嵐
さ
ん

に
二
瓶
町
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。
■面積 90.83㎢ ■人口 1,806 人（3 月 1 日現在）

8 マイナンバーについて

9 只見線に手を振ろう条例制定

10 三島中・三島小卒業式

三島保育所満了式

カタクリ・さくらまつり20

4

間取りは 3LDK ＋ウォークインクローゼット、
サンルーム、車庫、外部収納が設置されている。
リビングのフローリングには三島産会津桐を
使用しており、桐の優しい肌触りとぬくもり
が感じられる。またリビングを 2 階にするこ
とでプライバシーと日当たりを確保。三島町
ならではの町営住宅が完成した。

三
島
町
子
育
て
支
援
住
宅
完
成

１階

２階

　

三
島
町
子
育
て
支
援
住
宅
が
４

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

内
覧
会
は
３
月
１
日
・
２
日
に

行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
新
し
く

完
成
し
た
住
宅
を
見
学
し
、
住
宅

の
様
子
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
子
育
て
世
帯
の
定

住
促
進
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
町
で
は
平
成
24
年
度
か
ら

町
営
住
宅
建
設
部
会
で
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
部
会

４
棟
に
入
居
者
が
決
定

町
外
か
ら
２
世
帯
が
転
入

で
は
、「
住
ま
い
に
つ
い
て
語
る

集
い
」
を
定
期
的
に
開
催
し
、
町

内
に
住
む
子
育
て
世
帯
の
方
と
住

み
や
す
い
住
宅
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
人
数
や
成
長
に
合
わ

せ
て
部
屋
を
仕
切
る
こ
と
が
で

き
、
リ
ビ
ン
グ
に
隣
接
し
た
子
ど

も
部
屋
や
対
面
式
の
リ
ビ
ン
グ
な

ど
、
子
育
て
を
し
や
す
い
間
取
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
住
宅
で
定
住
支
援

平成27年度予算4

観光協会主催のツアー開催11

夢ポケット Book Review

民話 第 49 話　弘法アサズキ14

シリーズ介護保険改正12

間取り図
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　災害に備え、地区防
災計画とハザードマップ
を作成し、町民一人ひ
とりの防災意識の高揚を
図ります。また、地区住
民の一時避難所となる
各地区集会所の耐震改
修を年次計画に基づき
実施し、特に老朽化の
激しい集会所について
は建替えを実施します。
㉄ 総務課
☎（48）5511

Pickup5

防
災

　特定健診の受診を促
し、健診結果の内容から
個別の指導を行い病気
の重症化や発生予防に
努め、医療費の軽減を
図ります。また妊婦・乳
幼児健診、育児相談の
充実を図り、幅広い世代
で生活習慣病予防の支
援を行います。
㉄ 町民課 福祉係
☎（48）5565

Pickup4

健
康

用
語
の
説
明

◉
一
般
会
計
と
特
別
会
計

　

町
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会

計
は
基
本
的
な
経
費
の
会
計
、
特

別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
に
区
分
し
た
会
計
で
す
。

◉
町
税

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
町
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

◉
町
債

　

町
の
借
金
で
、
公
共
施
設
の
建

設
な
ど
、
一
時
的
に
多
額
の
費
用

を
必
要
と
す
る
場
合
の
財
源
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

◉
地
方
交
付
税

　

町
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
財
政

力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
国
税

（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消

費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
国
に

納
め
ら
れ
た
税
金
の
う
ち
、
一
定

割
合
の
額
を
地
方
自
治
体
に
配
分

す
る
も
の
で
す
。

◉
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

町
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し

て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
で
す
。

◉
人
件
費

　

報
酬
や
給
与
な
ど
で
す
。

◉
物
件
費

　

賃
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
燃

料
費
な
ど
の
消
費
的
な
経
費
で

す
。

◉
維
持
補
修
費

　

道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管
理

す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

◉
扶
助
費

　

高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
が
い

者
な
ど
に
支
援
す
る
経
費
で
す
。

◉
補
助
費
等

　

町
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し

て
、
特
定
の
目
的
で
支
払
う
補
助

金
な
ど
で
す
。

◉
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
や
住
宅
、
公
共
施
設
な
ど

の
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

◉
公
債
費

　

町
の
借
金
を
償
還
す
る
（
返
す
）

た
め
の
経
費
で
す
。

◉
積
立
金

　

財
政
運
営
の
た
め
に
積
み
立
て

る
お
金
で
す
。

◉
繰
出
金

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に
出

し
て
い
る
お
金
で
す
。

会 計 種 別 予 算 額 前年度からの増減
一 般 会 計 23億 900万円 ＋1億 7,600 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 2億 7,695万円 ＋975万円
簡 易 水 道 1億 8,816 万円 ＋8,942万円
路 線 バ ス 2,783万円 ＋156万円
農 業 集 落 排 水 2,397 万円 ＋169万円
介 護 保 険 4億 5,576 万円 ＋657万円
戸別合併処理浄化槽 4,537 万円 ＋36万円
後期高齢者医療 2,875万円 －66万円
合　計 33億 5,582万円 ＋2億 8,470 万円

平成 27 年度　会計別予算額

主な投資的事業

町
の
予
算

平成27年度

　

町
の
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
が
、
３
月

の
町
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
第

四
次
三
島
町
振
興
計
画
「
前
期
基
本
計
画
」
の
最
終
年
度

に
当
た
り
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
が
一
体
と
な
っ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
、「
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
ま
す
。

　平成 26 年度、町出資
により設立した農業法人

「桐の里産業株式会社」
を主体に後継者と認定
農業者の育成に取り組
み、耕作放棄地の解消
を目指します。また、水
稲栽培のほか農作業の
受委託にも取り組み、集
落営農組織と連携し農
地の維持に努めます。
㉄ 産業建設課 産業係
☎（48）5566

Pickup1

農
業

　当町では平成 27 年度
も県緊急雇用創出事業
を実施し、町内の雇用を
確保していきます。
　 今 年 度は、5 事 業 17
人の雇用を予定してい
ますが、当事業が終了し
た場合に備え、各事業
計画を見直し、継続し
た雇用確保を図ることが
課題です。
㉄ 地域政策課
☎（48）5533

Pickup2

雇
用

　4 月から始まるふくし
まディスティネーション
キャンペーンに向けて、
来訪者へのおもてなし
を強化し、町内の観光ス
ポットをさらに磨き上げ
魅力の向上に努めます。
また各種観光施設や事
業者と連携し、滞在型
旅行者を増やし、経済
効果を高めていきます。
㉄ 地域政策課
☎（48）5533

Pickup3

観
光

　地域と連携した支援
ができる仕組みづくりを
目指します。また、介護
保険制度の見直しや介
護予防事業の推進によ
り高齢者がいつまでも元
気で生き生きとした生活
が送れるように、軽い体
操を普及し給付費の適
正化に努めます。
㉄ 町民課 福祉係
☎（48）5565

Pickup6

介
護

　町の歴史の変遷や文
化を記録・保存し、残さ
れた貴重な資料を後世
に継承していきます。
　手にとって読んでもら
える町史をつくるため、
写真や図版を多く取り入
れます。編さんにあたっ
ては各地区において調
査を行い、掘り起しと記
録を行います。
㉄ 教育委員会
☎（48）5599

Pickup7

町
史

Pickup7

三島大橋修繕工事

宮下名入線消雪施設改良工事

桑原線消雪施設改良工事

宮下舟場前線消雪施設改良工事

建堀東橋線消雪工事

除雪ドーザ購入

消防ポンプ積載車購入（2台）

町営住宅外構工事

浅岐集会所新築工事設計

大登生活改善センター耐震改修工事

名入集会所耐震改修設計工事

宮下中乙田駐車場整備工事

街路灯 LED改修

町史編さん室開設工事

そば加工場改修

消防無線デジタル化整備

町営スキー場ロッジ内トイレ改修
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町民記者通信 　町民記者通信は、交流センター山びこのホー
ムページ「ゆるいばた」にも掲載しています
のでご覧ください。http://www.yuruibata.jp/

　3 月 15 日、滝原林業集会センターにて分館長主催により、輪投
げ大会を開催しました。前日まで雪が降り続いていましたが、当
日はめっきり春めいた気持ちの良い陽気になりました。
　冬は寒くて集まる機会が少ない中、19 人の方が参加しました。
参加者の中には初心者から熟練者までさまざまです。競技の合間、
お茶を飲んだり、菓子を食べたりして話がはずみました。
　輪投げでは 300 点という高得点が飛び出し、とても盛り上がり
ました。2 時間ほどでしたが普段会えない方とも会えて、とても
有意義なひとときでした。

文・写真　町民記者　板橋博さん（滝原）輪投げ大会で親睦深める　滝原地区

文・写真　町民記者 小島純さん（宮下）大字総会を開催　宮下地区
　3 月 15 日、宮下地区総会が宮下活性化センターで行
われ、平成 26 年度の地区事業報告書や歳入歳出決算と、
平成 27 年度の歳入歳出予算案などが承認されました。
総会では、宮下地区で行われている美観運動に積極的
に活動している方々に感謝状が贈呈されました。
　また、平成 27 年度の宮下区長には齋藤茂幸さんが承
認されました。

　3 月 7 日、栄光舘で川井地区の観音講が開かれました。例年
より少ない参加者でしたが、和気あいあい楽しく過ごしました。
　江戸初期造文化財級の子安観音像（おぼだき観音）を会場にお
祀りし、礼拝をすませたあと、それぞれ持ち寄った果物、菓子、
漬物、料理などで茶飲みをしながら、今後の観音講のあり方な
どを話し合いました。昔は村の女性全員が参加し、毎月 16 日頃
に各家廻りで行い、2 月 16 日はくじ引き観音講といい、当たっ
た人は竹屋観音寺へ代参する習わしなどを話し合いながら、400
年以上続いてきた伝統行事をみんなで守り、継続して行くことに
相談がまとまりました。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）和気あいあい、川井の観音講

　3 月 4 日、高清水地区で受け継かがれる行事「ひな流し」
が行われました。桃の節句に女の子の健やかな成長を祈い、
各家庭で作られたひな人形を流す行事です。三島小の 1･2
年生が作ったひな人形も一緒に流し、只見川の流れに揺ら
れていくひな人形に、手を合わせ願いを込めていました。
　小さな地区の行事ではありますが、協力し合って永く続
いてほしいものです。

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）伝統を守って、ひな流し　高清水地区

　2 月 27 日、会津短大の先生と 4 人の学生が高清水地区で、ひな
人形作りを体験しにきました。学生たちは初めてのひな人形つくり
でしたが、3 時間程で見事に完成させました。人形は表情や姿形も
健気におしとやかな出来栄えで感心しました。学生たちに、4 日の
ひな流しで一緒に流してはどうかと提案したところ「もったいない
ので家に飾って大切にします」とのことでした。20 歳前後の学生が
感心を持ってくれたことが、この上ない喜びであります。

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）ひな人形作り　高清水地区

　昨年大発生したマイマイガの越冬卵が早くもふ化を開始しました。目下のところは室内
に生みつけられた越冬卵塊が、春の陽気を感知してふ化したものですが、間もなく戸外の
卵塊も一斉にふ化するでしょう。ふ化直後の幼虫は 1㍉ぐらいの微細な毛虫ですが、成長
の早いものでは既に 5㍉ほどにも成長し、暖房のきいた室内で成長しています。幼虫は体
長よりも長く微細な毛で全身をおおわれ、その体毛は毒性があり肌にふれるとかゆみや発
疹を起こすことがあるといわれています。越冬卵塊は雪解けとともに一斉にふ化し、樹木
の葉や野草を摂食して大きな毛虫に成長します。今年は膨大な数の幼虫が発生し、室内に
も入り込んできます。まだ間に合いますから、越冬卵の塊を見つけたら早く取り除いて水
に流すか、火で焼くことをおすすめします。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）速報　マイマイガふ化開始しました

　3 月 15 日、宮下地区の宮昌寺において、午前 9 時からの上法事、
春彼岸先祖供養に引き続き、涅槃会（団子まき）が行われ、集まっ
た住民が方丈様、宮昌寺護寺会の方々が撒く色とりどりの団子を
こぞってひろい集めました。

涅槃会（団子まき）行われる　宮下地区 文・写真　町民記者 小島純さん（宮下）

　3 月 15 日、大石田地区で観音講が行われ、20 名の女性が
参加しました。夕方 5 時、地区の小高い場所に建つ観音堂へ
と上り、子どもたちの健やかな成長を祈ってお参りしました。
　この観音堂は、昭和 51 年に三島町の重要文化財に指定さ
れています。昔、壊れたお堂の扉を何度直しても、すぐにま
た壊れ開いてしまうことから、「観音様は子めらと遊びたいん
だべ」と言い合ったという話が残されています。お参りの後
は改善センターで懇親会を開き、大きな団子をお護符にいた
だいて、なごやかなひとときを過ごしました。

文・写真　町民記者　渡部和さん（大石田）大石田で観音講
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マイナンバー 社会保障・税番号制度
国民生活を支える社会的基盤として、社会保障・税番号制度を導入します

通知カードと個人番号カード

■ 通知カード

　 通知カードは、紙製のカードが配付される予定です。券面に氏名、住所、生年月日、性別（基本 4 情報）、

マイナンバーが記載されます。通知カードはすべての方に送られますが、顔写真が入っていませんので、

本人確認の時には、別途顔写真が入った証明書などが必要になります。

イメージキャラクター

マイナちゃん

シリーズマイナンバー　第 2 回

　平成 27 年 10 月に、マイナンバーを通知するための「通知カード」が配付されます。

また、平成 28 年 1 月以降には、様々なことに利用できる個人番号カードが申請により交付されます。

　個人番号カードは、券面に氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバーなどが記載され、本人の写

真が表示されます。平成 27年 10月に通知カードでマイナンバーが通知された後に、市区町村に申請

すると、平成 28年 1月以降、個人番号カードの交付を受けることができます。

 　 個人番号カードは、本人確認のための身分証明書として利用できるほか、カードのＩＣチップに搭

載された電子証明書を用いて、e-Tax（国税電子申告・納税システム）をはじめとした各種電子申請が

行えることや、お住まいの自治体の図書館利用証や印鑑登録証など各自治体が条例で定めるサービス

にも使用できます。

 　 なお、個人番号カードに搭載される IC チップには、券面に書かれている情報のほか、電子申請の

ための電子証明書は記録されますが、所得の情報や病気の履歴などの機微な個人情報は記録されませ

ん。そのため、個人番号カード 1 枚からすべての個人情報が分かることはありません。

■ 個人番号カード
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わ
れ
復
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の
想
い
！

つ
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れ
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線
‼

只
見
線
に
手
を
振
ろ
う
条
例
成
立

　前回はマイナンバーの概要についてご説明しました。第 2 回は「通知カード」と「個

人番号カード」についてご説明します。

通知カードが届いたら、役場町民課で個人番号カードの申請を！！
※個人番号カードの申請は任意ですが、サービスをご利用できますのでぜひ申請ください。

み
ん
な
で
復
興
の
想
い
を

伝
え
ま
し
ょ
う

　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
新
潟
・
福
島

豪
雨
か
ら
、
４
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
会
津
川

口
・
只
見
駅
間
が
不
通
と
な
っ

て
お
り
、
復
旧
の
見
通
し
が
立

た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

全
線
復
旧
へ
の
機
運
を
高
め

よ
う
と
「
三
島
町
只
見
線
に
手
を

振
ろ
う
条
例
」
が
３
月
の
町
議

会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
当
町
を
含
め
、
県

及
び
関
連
市
町
村
で
は
、
全
国

に
向
け
た
只
見
線
の
魅
力
発
信

や
、
応
援
団
を
募
り
、
寄
付
金

を
集
め
た
り
、
只
見
線
利
用
促

進
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
沿
線
町
村
が
一

体
と
な
り
、
さ
ら
に
復
旧
の
動

き
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
只
見

町
、
柳
津
町
、
金
山
町
、
昭
和

村
の
奥
会
津
５
町
村
と
新
潟
県

魚
沼
市
で
も
こ
の
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
列

車
を
見
か
け
た
際
に
手
を
振
り
、

応
援
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

只
見
線
の
全
線
復
旧
を
願
い
、

み
ん
な
で
手
を
振
り
ま
し
ょ
う
。

只
見
線
応
援
団
会
員
募
集
し
て
い
ま
す

　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全
線
復
旧
を

願
う
住
民
、
自
治
体
を
は
じ
め

関
係
団
体
と
只
見
線
の
復
旧
に

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
全
国

の
方
々
と
と
も
に
只
見
線
を
応

援
す
る
た
め
只
見
線
応
援
団
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
会
員
資
格

₁
個
人
会
員
　
只
見
線
応
援
宣

言
に
賛
同
し
、
福
島
県
復
旧
復

興
基
金
へ
２
︐
０
０
０
円
以
上

寄
付
い
た
だ
け
る
個
人
の
方

₂
法
人
会
員　

只
見
線
応
援
宣

言
に
賛
同
し
、
福
島
県
復
旧
復

興
基
金
へ
１
０
︐
０
０
０
円
以

上
寄
付
い
た
だ
け
る
法
人
・
団

体
の
方

₃
賛
同
会
員　

只
見
線
応
援
宣

言
に
賛
同
す
る
個
人
（
寄
付
金

は
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
会
員
特
典

₁
共
通　

　

会
員
証
の
送
付
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
送
付

₂
個
人
会
員
・
法
人
会
員

　

会
員
証
の
提
示
に
よ
る
割

引
、
只
見
線
応
援
グ
ッ
ズ

◆
加
入
方
法

　

福
島
県
生
活
交
通
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
加
入
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
す
る

か
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請
し
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●
寄
付
金
の
使
途

　

寄
付
金
は
県
、
会
津
17
市
町

村
や
新
潟
県
な
ど
で
組
織
す
る

「
福
島
県
Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
興
推

進
会
議
」
で
協
議
の
う
え
、
只

見
線
の
利
活
用
促
進
や
復
旧
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

㉄役場 町民課☎（48）5556
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お父さんとお母さんに満了証書を手渡す小柴美優さん

　三島保育所の満了式は 3 月 27 日に行われました。満了を迎
えた小柴美優さん（名入）は五十嵐乃里枝所長から満了証書
を受け取ると、後ろで待つお母さん、お父さんに「ありがとう」
と言って満了証書を手渡しました。その後「思い出のアルバム」
などを歌い、思い出が詰まった保育所とお別れしました。
　春からは小学校に入学する友達が増える予定で、初めてのク
ラスメイトと過ごす小学校生活に胸をふくらませていました。

小学校で友達
三島保育所満了式

感謝を胸に大きくはばたく
三島中卒業式　11人が旅立ち

　三島中卒業式は 3 月13 日に行われ、
11 人が門出を迎えました。馬場勇校
長は「卒業生は忍耐強く、地道に努力
を重ねてきました。人は磨かれてこそ
輝きを発します。今後も学問や芸術、
運動や技能をひたすら磨き、より高み
を目指して自己研さんを積んでくださ
い。」と話しました。続いて坂内洋二
教育委員長が告辞を述べました。二瓶
隆司町長、小柴修一町議長、五十嵐
忠也ＰＴＡ会長が祝辞を述べました。
卒業生は一人一言、家族や地域の方々
への感謝の言葉を述べました。「ほた
るの光」「仰げば尊し」、卒業讃歌「桜
の季節」を歌い、新たなスタートを祝
いました。感謝の想いを込めて花を贈る卒業生。三島中卒業生 11 人／青木亜友（西方）、阿部翔

兵（滝谷）、板橋瑞樹（滝原）、大竹昌寿（滝谷）、小柴美蘭乃（西方）、小平陸（西方）、
齋藤真歩（宮下）、二瓶栞里（名入）、羽田佑真（西方）、坂内萌人（宮下）、舟木里奈（中平）

6 年間通い慣れた学びやを旅立つ卒業生

　三島小卒業式は 3 月 23 日に行われ、10 人が卒業しました。
三星了一校長は「自分の力を信じて、勇気を出してチャレンジ
し、一歩一歩あゆんでください。」と式辞を述べました。卒業
証書を受け取った卒業生は一人ひとり将来の夢や目標、中学
校生活に向けた抱負を述べました。坂内洋二教育委員長が告
辞を述べ、二瓶隆司町長、小柴修一町議長が祝辞を述べました。

たくましく大きく成長し中学へ
三島小卒業式　10人が卒業
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Ｒ
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会津宮下駅から只見線に乗車

わいわい楽しい列車の旅

東京スカイツリーとアサヒビールタワーを背景に
参加者のみなさんと記念撮影

浅草の夜景

観光協会主催の楽しいツアーを紹介

間方地区で田舎暮らし体験ツアー

かんじき作って雪山歩き！
　町観光協会の田舎暮らし体験ツアーは 3 月 7 日・
8 日、間方地区で行われました。かんじき作りやそ
ば打ち体験、雪山ウォーキングを実施。間方地区の
方々がかんじき作りの指導や、雪山のガイドなどを
務めたほか、手回し道具を使ったそば打ちなども教
え、ツアー参加者をもてなしました。交流会では地
区の方と参加者らが膝を交えて親睦を深めました。
　参加した方からは「一つひとつが温かいおもてな
しでとても感動しました」という感想が多く寄せら
れました。
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65歳以上の介護保険料が変わります
　三島町の介護保険料は 3 年ごとに介護保険事業計画で
見直しを行っています。
　一人暮らしなどの高齢者世帯の増加により在宅での介護
が難しくなっており、施設利用者が増え、介護保険サービ
ス費が年々増加しています。保険料も現状に合わせて変更
されます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

三島町の現状

保険料の財源
平成 27 年度から 65 歳以上の方の

負担割合が 22％に
　40 歳以上のみなさんが納める介護保険料は国や自治

体の負担金などとともに、介護保険を健全に運営する

ための大切な財源となります。

　平成 26 年度までは 65 歳以上の保険料の負担割合は

21％、40 歳～ 64 歳の方が 29％でしたが 27 年度から

は右表のとおり変更されます。

保険料の決まり方

三島町の保険料の基準額（平成 27 年～ 29 年）年額 90,000円（月額 7,500 円）

※平成 24 年～平成 26 年までの基準額は年額 59,520 円（月額 4,960 円）

町で必要な
介護サービスの総費用

65 歳以上の方の
負担分（22％）

町内に住む
65 歳以上の方の人数× ÷

＝

所得段階 対象となる方 保険料の割合 保険料

第１段階
①生活保護受給者の方、②老齢福祉年金受給者で町村民税非課税の
方、③世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金
額の合計が 80 万円以下の方

基準額× 0.45 40,500 円

第２段階
世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が 80 万円超 120 万円以下の方 基準額× 0.75 67,500 円

第３段階
世帯全員が町民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が 120 万円以下の方 基準額× 0.75 67,500 円

第４段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の
課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の方 基準額× 0.9 81,000 円

第５段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年の
課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円超の方 基準額× 1.0 90,000 円

第６段階 本人が町民税課税で前年の合計所得金額の合計が 120 万円未満の方 基準額× 1.2 108,000 円

第７段階
本人が町民税課税で前年の合計所得金額の合計が 120 万円以上
190 万円未満の方 基準額× 1.3 117,000 円

第８段階
人が町民税課税で前年の合計所得金額の合計が 190 万円以上
290 万円未満の方 基準額× 1.5 135,000 円

第９段階 人が町民税課税で前年の合計所得金額の合計が 290 万円以上の方 基準額× 1.7 153,000 円

２人に１人が 65 歳以上。高齢化率は県平均の約 2 倍
　当町の総人口は減少し続けており、高齢化率も平

成 26 年には 48.8% となり、上昇傾向にあります。

　一方、65 歳以上の高齢者は平成 17 年を最大とし

て減り始めており、75 歳以上の後期高齢者数は平成

22 年より徐々に減り始めている傾向があります。

　団塊の世代が後期高齢者を迎える平成 35 年頃には

さらに総人口と共に高齢者も減少する見込みです。

昭和 55 年平成 12 年平成 22 年平成 26 年
総人口 3,389 2,474 1,926 1,831

　65歳以上 558 939 912 894

　　うち後期高齢者 240 428 597 585

　40歳～64歳 1,354 834 615 522

高齢化率(三島町) 16.5% 38.0% 47.4% 48.8%

高齢化率(福島県) 10.5% 20.3% 25.0% 25.1%

高齢化率(全国) 9.1% 17.4% 23.0% 23.2%

人口構成と高齢化率の推移

要介護認定者数が増えています
　高齢者の増加に伴い、要支援・要介護認定者数も増

えています。特に三島町は介護認定率が会津で最も高

い状態です。また、認定を受けている方の介護度が高

い傾向にあります。

平成
12 年

平成
18 年

平成
22 年

平成
26 年

要支援1～要介護3 56 110 149 153
要介護4、5 42 36 48 89
認定者総数 98 146 197 242
認定率 10.3% 14.9% 21.3% 26.1%

要支援・要介護認定者数の推移

シリーズ介護保険改正①

介護サービス費用が増加 一人当たりのサービス平均費用は県内一位
　要介護認定率の増加に伴い、介護給付サー

ビス費用額も大幅に伸びています。平成 25

年から当町の一人あたりのサービス平均費用

額は県内で最も高く、他の町村よりも費用が

多く発生していることが伺えます。サービス

の利用が多くなれば介護保険料の上昇の要因

にもなります。

平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年
介護サービス費用 3億735万円 3億3,473万円 3億5,152万円

　施設サービス費用 1億9,881万円 2億2,603万円 2億3,470万円

　居宅サービス費用 1億854万円 1億870万円 1億1,682万円

介護サービス費の推移

所得段階ごとの保険料（平成 27 年～ 28 年まで）

介護保険事業計画の見直しが行われた
策定委員会の様子
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会津学vol.7

会津学研究会
奥会津書房発行

　新潟福島豪雨災害の記録、聞き書き、会

津の暮らしを伝えるレポート写真など。

　会津から学び、発信してきた「会津学」シ

リーズの最終号。

Open Space

三
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　

三
浦
健
太
郎 Vol.18

こ
ん
に
ち
は
︒
協
力
隊
で
す
︒

　

ま
ず
初
め
に
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
私
は
4
月
1
日
よ

り
三
島
町
役
場
の
職
員
と
な
り
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活

動
は
3
月
31
日
を
以
っ
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
が

こ
ち
ら
で
記
事
を
書
く
の
も
最
後

と
な
り
ま
す
の
で
、
結
び
の
挨
拶

も
兼
ね
て
今
回
の
寄
稿
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
正
直
に
言
え
ば
、
初
め
は

三
島
町
に
定
住
す
る
こ
と
は
全
く

考
え
て
お
ら
ず
、
早
け
れ
ば
1
年

で
地
元
に
戻
る
つ
も
り
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
考
え
の
中
、
や
は
り

最
初
の
数
か
月
は
、
か
な
り
不
便

さ
を
感
じ
た
り
空
き
家
で
の
生
活

が
色
々
と
大
変
だ
っ
た
り
と
、
残

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
な
か
な

か
芽
生
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
何
事
も
良
い
経
験
だ
と
思
っ

て
過
ご
し
て
い
く
う
ち
に
、
自
分

の
こ
と
は
な
る
べ
く
自
分
で
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
嬉

し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う

し
て
不
便
さ
に
も
慣
れ
て
い
き
、

色
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り
や
付
き

合
い
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、

1
年
目
の
秋
頃
に
は
も
う
1
年

残
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
仕
事
に
関
し
て
は
、
以
前

か
ら
地
元
で
公
務
員
に
な
り
た

か
っ
た
の
で
、
役
場
に
関
す
る
仕

事
に
は
何
で
も
興
味
が
あ
り
、
初

め
か
ら
色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
物

販
の
よ
う
な
自
分
に
は
向
い
て
い

な
い
・
好
き
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て

い
た
仕
事
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
も
取
り
組
ん
で
い

く
う
ち
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
う

し
て
、
と
に
か
く
何
事
も
経
験
し

て
な
い
と
わ
か
ら
ず
、
そ
の
後
に

ど
う
生
か
す
か
が
重
要
な
の
だ
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
年
目
を
迎
え
て
少
し
余
裕
が

出
て
き
た
頃
に
は
、
自
分
で
考
え

て
行
動
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
町
に
つ
い
て
も
目
を
向

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
三
島
町
に
関
す
る
課
題

奥会津聞き書き百選７

～一枚の写真から～
「じいちゃんありがとう」

只見川電源流域振興協議会編

柳津・三島・金山・昭和・只見・檜枝岐の小・
中学生 117 人が、家族から聞いた話を記録
した「聞き書き」。子供たちのひたむきなま
なざしが伝わってくる。

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始　㉄教育委員会 ☎（48）5599

命のバトン
堀米 薫　著
校成出版社

　宮城県の農業高校で大切に育てられてい

た牛たちは津波に襲われたが生徒や先生た

ちの努力で助けられ、やがて被災した人た

ちへの大きな励ましとなった。写真入りで

小学生でも楽に読むことができます。

や
、
人
が
少
な
い
地
域
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て

も
常
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ

う
し
て
三
島
町
に
つ
い
て
考
え
る

時
間
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
う

ち
に
、
町
が
地
元
よ
り
も
気
に
な

る
場
所
と
な
り
、
自
分
が
そ
の
発

展
に
か
か
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
他
に
も
様
々
な
理
由
や

要
因
が
積
み
重
な
っ
て
、
三
島
町

職
員
と
し
て
町
に
残
る
こ
と
を
決

断
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
の
中
で
、

と
り
わ
け
大
き
か
っ
た
の
が
、
町

に
残
っ
た
方
が
地
元
に
戻
る
よ
り

も
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
ま
た
仕
事
も
や

り
が
い
が
あ
る
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
答
え
は
こ
れ
か
ら
数
年
、

数
十
年
と
仕
事
に
励
ん
で
か
ら
わ

か
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
決
断
が

間
違
っ
て
な
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
4
月
か
ら
元
々
の
志
望

だ
っ
た
公
務
員
と
な
る
わ
け
で
す

が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
た
こ
と
で
、
地
元
に
い
た

り
一
般
の
職
員
で
は
経
験
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
の
お
か
げ
で
自
分
は
成
長
で
き

た
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
こ
の
2

年
間
は
決
し
て
遠
回
り
で
は
な

元
話

　

五
十
嵐
フ
ミ
エ
さ
ん
（
大
谷
）

再
話

　

五
十
嵐
七
重
さ
ん
（
西
方
）

弘
法
ア
サ
ズ
キ

第
49
話
民
話

　

む
か
し
昔
の
そ
の
昔
こ
こ

ら
辺
り
の
雪
解
け
の
節
︙
弘
法

大
師
様
な
ぁ
七
折
り
峠
の
て
っ

ぺ
ん
さ
立
っ
ち
ゃ
っ
た
ど
ぉ

　
「
あ
れ
あ
れ
何
と
貧
し
い

村
々
だ
な
ぁ
～
朝あ
さ

餉げ

の
支
度

煙
り
も
た
っ
て
ね
ぇ
～
煙
の

立
つ
家
は
ポ
ツ
ポ
ツ
だ
。
汁
さ

入
れ
る
お
菜
も
ね
ぇ
の
が
」

　

ボ
ソ
ボ
ソ
独
り
言
い
い
な
が

ら
、
柳
津
が
ぁ
滝
谷
ど
、
入
っ

て
こ
ら
っ
た
ど
。
ど
ご
の
村
た

ん
ね
で
も
、あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
雪

と
げ
で
も
、ね
っ
か
何
も
食
わ
れ

そ
う
な
草
も
生
え
で
ね
ぇ
だ
ど

「
や
れ
や
れ
雪
が
解
げ
だ
ら

な
ぁ
～
楽
し
み
に
し
て
べ
ぇ

に
～
︙
何
と
か
し
て
く
っ

ち
ぇ
な
ぁ
～
」

　

弘
法
大
師
様
な
ぁ
～
首
コ
ッ

ク
コ
ッ
ク
し
な
が
ら
も
ど
ら
っ

け
ど
。

　

奥
会
津
の
人
だ
れ
は
、
だ
っ

ち
ぇ
も
弘
法
大
師
様
に
な

の
え
っ
き
ゃ
っ
て
な
が
っ
た

ど
ぉ
。

　

し
た
が
な
ぁ
あ
る
朝　

村

の
て
ぇ
起
ぎ
た
ら
な
、
た
ま
げ

だ
ど
ぉ
～
。
ん
じ
ゃ
っ
て
な
ぁ

雪
の
消
え
た
ど
ご
さ
ポ
ツ
ポ
ツ

ポ
ツ
ポ
ツ
黄
緑
の
め
ん
こ
い
草

の
芽
が
出
で
だ
ぁ
ど
。
採
っ
て

み
っ
と
、良
い
匂
い
し
ん
だ
ど
。

食
っ
て
み
っ
か
ど
っ
て
、
生
で

食
っ
て
も
、
煮
で
食
っ
て
も
ん

め
ぇ
ぇ
だ
ど
ぉ

「
わ
ー
ー
食
っ
て
み
っ
せ
食
わ

れ
ん
ぞ
ぉ
～
」
ど
っ
て　

た
ち

ま
ち
ふ
れ
ま
わ
っ
て
、
ど
ご
の

家
の
み
そ
汁
さ
入
っ
ち
ゃ
り
、

浸
し
に
し
た
り
、
食
う
よ
う
に

な
っ
た
だ
ど
。

何
で
も
な
ぁ
弘
法
大
師
様
が

七
折
り
峠
が
ら
こ
っ
ち
の
方

さ
、
ア
サ
ズ
キ
の
種
バ
ラ
バ

ラ
ー
ー
ー
ッ
蒔
い
て
く
れ
や
っ

た
だ
ど
ぉ
。

雪
解
け
一
番
も
の
に

「
よ
っ
ぱ
ら
食
っ
て
、
元
気
に

稼
げ
よ
ぉ
～
」
ど
っ
て
な
。
有

り
難
ぇ
ご
ど
だ
な
ぁ
。

ざ
っ
と
昔
さ
げ
ぇ
申
し
た

角
田
ク
ニ
子
さ
ん
（
大
登
）

将
棋
盤
の
ほ
め
言
葉

ほ
め
言
葉

　

ア
～
ラ
目
出
度
い
な

目
出
度
い
な

　

床
に
か
か
り
し
掛
け
物
は　

牡
丹
に
唐
獅
子
竹
に
虎

　

お
座
敷
中
を
ば
眺
め
れ
ば　

将
棋
盤
に
も　

さ
も
に
た
り

　

花
婿
さ
ん
花
嫁
さ
ん
を

王
に
し
て

　

仲
人
夫
婦
は
飛
車
と
角

　

お
送
り
来
れ
し
御
客
様
は　

金
と
銀

　

あ
た
ま
の
客
は　

桂
と
香

　

夫
婦
仲
良
く
睦
ま
じ
く
と

ホ
ホ
敬
っ
て
申
し
上
げ
ま
す

か
っ
た
と
断
言
で
き
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

周
り
の
全
て
の
方
々
に
感
謝
し
、

そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

約
2
年
間
の
活
動
を
終
え
、
自

分
が
地
域
に
ど
の
程
度
貢
献
が
で

き
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
ま

だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
ば
か
り
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
一
つ
の

大
き
な
目
標
で
あ
る
、「
定
住
」

と
い
う
か
た
ち
で
、
ひ
と
ま
ず
は

町
に
貢
献
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
4
月
か
ら

は
立
場
や
肩
書
き
は
変
わ
り
ま
す

が
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
の
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い
う
つ
も

り
で
仕
事
や
日
々
の
生
活
に
臨
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

　

今
回
ま
で
約
2
年
間
広
報
で
記

事
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
毎
月
毎
月
何
を
書
い
た
ら
い

い
か
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
か
と
悩
む
こ
と
や
、

限
ら
れ
た
文
章
量
で
上
手
く
ま
と

ま
ら
ず
締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
こ

と
も
多
く
あ
り
、
正
直
ほ
と
ん
ど

は
苦
し
み
な
が
ら
書
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
読
ん
で
く
れ
た

方
か
ら
「
面
白
い
・
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
な
ど
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
こ
と
も
何
度
か
あ

り
、
そ
の
言
葉
が
大
変
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
果
た
し
て
面
白

い
も
の
や
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
が
書
け
た
か
ど
う
か
は
未
だ

に
疑
問
で
す
。
思
慮
に
欠
け
る

発
言
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
自
分
の
拙
い
文
章
に
お
付

き
合
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
書

き
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
ひ
と

ま
ず
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
お
そ
ら
く
、
4
月
か

ら
新
し
く
活
動
す
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
広
報
に
投
稿
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
が
変

わ
れ
ば
新
鮮
で
自
分
と
は
違
っ

た
内
容
に
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
そ
ち
ら
の
ほ
う

に
お
付
き
合
い
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
制
度
に
関
し
て
も
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け

れ
ば
私
と
し
て
も
幸
い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
約
2
年
間
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

＜夢ポケットからのお願い＞返却期限が過ぎた本はすみやかに返してください。
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お 知 ら せ の ペ ー ジ

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 ね ら い
忍 び 込 み
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗
自 販 機 ね ら い
車 上 ね ら い 1
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 1 0
全 刑 法 犯 9 0

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（2月）

三島町での刑法犯（1月）0件

阿　部　次　男　様（桧　原）

目　黒　トミエ　様（滝　谷）

渡　部　厚　子　様（西　方）

平　本　芳　秋　様（西　方）

長谷川　清　雄　様（川　井）

栗　城　吉　兵　様（宮　下）

五十嵐　　　実　様（大　谷）

舟木　良平　様（岡山県玉野市）

国民年金基金制度のご案内
　国民年金基金は、自営業、農業な
どの国民年金の第一号被保険者の
方々がゆとりある老後を過ごせるよ
う、国民年金に上乗せする公的な年
金制度です。加入は任意で色々な年
金のタイプから現在の状況や将来設
計にあわせて選ぶことができます。

◆加入できる方
　国民年金に加入している20歳以上
60歳未満の方及び 60歳以上 65歳未
満で国民年金に任意加入している方

※掛金は全額社会保険料控除、受け
取る年金公的年金等控除の対象にな
り、税制面で優遇されます。また、
年金受給や保証期間内にお亡くなり
になった場合、ご家族に一時金が支
払われます。
㉄福島県国民年金基金
☎ 0120（65）4192

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会への寄附
ご遺志によるもの

ふるさと納税（町へのご寄附）
自転車利用時のお願い

①ツーロック（施錠 2箇所）を
　自転車盗難は、県内の全刑法犯
内で最も件数の多い犯罪です。被
害に遭った自転車は無施錠やワン
ロック（施錠 1 箇所）による被害が
大多数です。ツーロックされた自転
車の盗難被害は極めて少なく、被
害防止に大変高い効果があります。
ワイヤー錠などの鍵をもう一つ取
り付け、ツーロックしてください。

②「福島県自転車安全利用五則」
　を守りましょう
　★福島県自転車安全利用五則★
1. 自転車は原則車道を左側通行

　歩道は例外

2. 歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行

3. 信号遵守と一時停止・安全確認

4. 信号ルール・マナーを守る

・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

・夜間はライト点灯・反射材装着

・交差点での信号遵守と一時停止・

　安全確認

・運転中の携帯電話・ヘッドホン　　

使用、傘さし運転の禁止

5. 被害軽減のためヘルメット着用

町の人事
◉3月31日付退職

▶目黒政寿
（参事・議会事務局長）

▶佐久間絹江
（三島保育所主任保育士）

◉3月31日付退任

▶地域政策課長＝佐々木健
（※県観光交流局県産品振興戦
略課へ異動）

◉ 4月1日付異動
※氏名の後のかっこ書きは旧役職ま

たは旧所属課です。

【課長相当職】
▶議会事務局長（併任）＝秦和幸

▶地域政策課長（県派遣）＝
橋本公和

（県企画調整部エネルギー課）

【係長相当職】
▶生活工芸館長＝板橋淳也

（生涯学習課生涯学習係長・交
流センター所長）

▶議会事務局次長＝星保弘
（生活工芸館長）

▶生涯学習課生涯学習係長・交
流センター所長＝北舘亮

（地域政策課地域政策係）

【一般職】
▶総務課総務係＝宗形和哉

（産業建設課建設係）

▶産業建設課建設係＝五十嵐優
（産業建設課産業係）

◉ 4月1日付採用
▶地域政策課生活工芸館＝
　鹿犱毅（新潟県出身）

▶産業建設課産業係＝
　三浦健太郎（埼玉県出身）

五十嵐健二さん 消防庁長官表彰

永年勤続功労の章記を手にする五十嵐健二さん

　五十嵐健二さん（宮下）は
消防活動の功績が認められ、
消防庁長官表彰を受けまし
た。五十嵐さんは昭和 54 年
に町消防団に入団。35 年間
に渡り災害から町民の生命と
財産を守ってきました。現在
も、副分団長と訓練部長を兼
任し、その豊富な知識と経験
を活かして、団員の指導にあ
たっています。

2015.3.19

永年勤続功労章

固定資産評価審査委員に再任された板橋健也さん

　三島町固定資産評価審査委

員に板橋健也さん（滝原）が

再任され、3 月 20 日、二瓶

町長から委嘱状が交付されま

した。

　固定資産評価審査委員は、

固定資産の評価額に関する不

服の審査を中立的な立場で行

います。任期は平成 30 年 3

月 19 日までの 3 年間です。

2015.3.20

宮下地区建設業協同組合が町に寄付

二瓶町長に寄付を手渡す宮下地区建設業協同組合
代表理事の佐久間源一郎さん

　宮下地区建設業協同組合
は、２月 8 日に開催された第
42 回雪と火のまつりにおい
て「土木カフェ」を出店し、
その売上金を町に寄附しまし
た。代表理事を務める佐久間
建設工業㈱の佐久間源一郎
代表取締役が 3 月 10 日、役
場を訪れ、二瓶町長に目録を
手渡しました。

2015.3.10

町の人口と世帯
3 月 1日現在

人口 ₁︐₈₀₆ ︲₃ 出生 ₀
男 ₈₇₅ ︲₁ 死亡 ₂
女 ₉₃₁ ︲₂ 転入 ₁

世帯 ₈₁₀ ±₀ 転出 ₂

㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1
カ月間に届出のあった人数です。

一般の寄付

ボランティアひまわり（宮　下）

固定資産評価審査委員に板橋健也さんが再任

黄色い帽子で
事故防止

　明るい社会づくり運動両沼地
区協議会は、三島小に入学する
児童のために、黄色い帽子を町
に贈呈しました。
　3 月 10 日に同協議会の馬場
幸造さんが町教育委員会を訪れ、
手渡された黄色い帽子は、入学
式で新 1 年生に贈られます。

会津職業能力開発促進センター
訓練生募集のお知らせ

◆コース名「生産システムサービス科」

◆募集締切
　4月20日㊊～ 5月15日㊎まで
◆定員　15人

◆訓練期間

　平成 27年 6月 2日㊋～
　平成 27年 11月 27日㊎まで

◆対象者
　公共職業安定所に求職登録されて

いる方で、職業訓練の受講が望まし

いと判断された方。

◆受講料　無料

◆選考日　平成 27年 2月17日㊋
※施設見学会（キャリアアップガイダ

ンス）を4月20日㊊、5 月 11 日㊊の

9：30 ～ 12：30 に行います。

㉄会津職業能力開発促進センター
☎ 0242（26）0520 FAX 0242（26）1585
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第14回全国編み組工芸品展

角田 ツヤ子 さん（浅岐）

経済産業大臣賞
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第34回三島町生活工芸品展

秦 育雄 さん（大石田）
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二瓶町長から賞状を受ける秦育雄さん

町生活工芸品展・大賞受賞作品
「山ブドウ手提げ」秦育雄さん

経済産業大臣賞を受賞した角田ツヤ子さんと受賞作品のモワダ手提げバッグ

町生活工芸品展及び全国編み組工芸品展の受賞者のみなさん

受
賞
者
（
敬
称
略
）

会場は多くの来場者でにぎわった
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雪の下で春を待ちわびるカタクリ
「今年も桜と一緒に咲けるかな」

カタクリ・さくらまつり
三島町西方・大林ふるさとの山

4月25日㊏～ 4月29日㊗
主催：三島町・西方地区・西方共有財産管理会
共催：西方カタクリの会・三島町観光協会

　開花は雪解けの時期や天候に左右されますので、
開花情報をお問い合わせの上お出掛けください。
㉄三島町観光協会 ☎ 0241（48）5000
http://www.mishima-kankou.net/ 2015.4 20広報みしま


